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Ｂ－８スラウェシ島 

 

１９７．Ｋ字型の島 

 

「スラウェシ

（Sulawesi）島」

の面積は 19 万 k

㎡でインドネシ

ア第４位の大き

さの島であるが、

複雑怪奇な地形

はＫ字型に例え

られる。東南ア

ジア多島海の十

字路のようにも

見える。この辺

は《ヒマラヤ造

山帯》と《環太平

洋造山帯》の地

球を覆う表皮の

皺取り個所であ

るため、島はね

じれて変形し海

岸線は長い。ま

た、周りの海も深く、海底の地形を表す濃淡の色取りは込み入っている。活火山は 11 あるが、北ス

ラウェシ半島に集中している。島全体は急峻な山岳地形で平地は少ない。最高峰ランテマリオ

（Rantemario）山は非火山で 3455 ㍍であり、３千㍍の稜線が 5km も続く。 

スラウェシ島にはアジア系とオーストラリア系の両系統の動物が共存している。数からはアジア

系が優勢であるが、黒クスクスのようなオーストラリア系の有袋類がいる。生物学者のウォーレスは

バリ島とロンボック島の間にある動物相の差異からウォーレス線(→080)の延長を島の西のマカッサ

ル海峡に引いたが、さらにスラウェシ島の動物相を調べウォーレス線を島の東側に引き直した。 

ウォーレスを混乱させた複雑な生物相については島の形成過程に起因する。スラウェシ島は 250

万年前頃にスンダ（アジア大陸）棚とサフル（オーストラリア大陸）棚の別々の棚の島どうしがぶつ

かって一つの島になったと推測される。 

その後の地球の歴史に繰り返された氷河期に水位が下がってもスラウェシ島は再び大陸と陸続き

になることがなかった。大陸から隔離されて孤立していたため独特の動物が見られる。127 の在来哺

乳類のうち 79 種はスラウェシ島固有種である。これは虎や豹のような大型肉食獣がいない閉鎖環境

で独特の進化をしたためである。スラウェシ島の生物相はカリマンタン島よりフィリッピンや小ス
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ンダ列島やマルク諸島との方に相対的に近い。 

スラウェシ島で特に有名なバビルサ（babirusa）はインドネシア語のバビ（豚）・ルサ（鹿）で「豚

鹿」の意味である。イノシシ科の動物であるが、犬歯が発達した牙が顔面の皮膚を破り顔から突き出

している。これが角のように見えるので角のある猪である。見かけは獰猛
どうもう

そうであるが、実はおとな

しい草食動物である。 

アノア（anoa）という体調１㍍弱の犬の大きさの水牛はスラウェシ島にしかいない生きものであ

る。離島では大きい動物は小さくなるという“島の規則”(→067)がある。 

ウジュン･パンダン1から北東 40km のバンティムルン（Batimurung）は蝶の愛好家には垂涎
すいぜん

の地

として知られた清流の谷である。乾季にも水の絶えない滝や鍾乳洞がある水辺に多種の蝶が群がっ

ている。しかし蝶の採集家に加えプロの販売業者が乱獲したためウォーレスが紹介した当時は 270

種いた蝶が約半分になっていると警告が出されている。 

⇒016.スンダ棚とサフル棚 

 

 

１９８．スラウェシ島の人文地理 

 

スラウェシ島は植民地時代には「セレベス（Celebes）島」と呼ばれていたが、インドネシア独立

後、「スラウェシ（Sulawesi）島」に改名された。スラウェシの〈wesi〉もセレベスの〈bes〉も「鉄」

の意味で両方とも語源2は同じである。ボネ湾の奥のルウ(→202)に鉄鉱山があった。 

南スラウェシ半島と北スラウェシ半島を除くと概して地形は急峻であり地味はやせており農業生

産力も低い。山中にトラジャ人(→618)の居住する桃源郷のような所もあるが、島全般に過疎であるこ

とから中部や東部では移住政策(→724)によって移住してきたジャワ人やバリ人が目立つようになっ

た。 

スラウェシ島は地形がねじれて複雑であるがごとく、そこに住む民族構成も多岐多様である。島の

民族の数は 40~50 にも達するといわれる。 

海岸部のあちらこちらには港を拠点に移住してきたイスラム教徒のブギス人(→615)やブトン人(→

209)が多い。外部勢力からの侵略を逃れるため古くからの民族は山中に逃げ込み、多くはキリスト教

に改宗している。中にはワナ族（→206）のような未開の民族もいる。 

半島であっても稜線の両側には各々別個の民族が陣取り、海路で対岸との関係はあるが、山脈で背

中合せの住民との間は没交渉というのがスラウェシの民族のあり方である。 

道路ができるまでは海だけで外部世界と接触していたので港は独自の文化を保持していた。例え

ば北スラウェシ半島の先端のミナハサ地方はキリスト教であり、同じ半島の中央部のゴロンタロ地

方はイスラム教である。 

実質的には各地域が近隣諸島との海上交易を中心にした個別の経済圏を構成している。島の西側

はカリマンタン島と、北側ではマルク諸島やフィリッピン方面と、南部ではヌサ・トゥンガラ諸島と

のつながりが大きい。 

                                                   
1 <編者註>1999 年にマカッサルという旧名に戻された。 
2 セレベスの語源については Ponto dos Celebres(ポルトガル語で悪名高い岬)という説もある。北スラウェシ半島の先端は海

賊、遭難で悪名高かった。 
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島の大半が急峻な山岳地形であり陸上交通のインフラは貧弱である。住民の意識は陸としての連

帯の感覚は生じない、一つの島というより全く別の島が地形の方の都合でたまたま繋がっていると

いう感がある。島が道路によってスラウェシ島がウジュン･パンダンからマナドまで縦断して繋がっ

たのは比較的最近3のことである。 

スラウェシ島の歴史において全島の統一政権が生じたのはオランダによる植民地支配であり、そ

れを引き継いだインドネシア国によってである。 

人口ではジャワ島、スマトラ島に継ぐ第三の島であるにもかかわらず、島のまとまりの無さのため

中央政権からの距離は遠かった。インドネシア独立運動においてもキリスト教徒の多い地域は温度

差があった。 

ところがスハルト大統領の後任にハビビ大統領(→454)が就任した。始めてのスラウェシ島出身者の

大統領である。本人は再選を期待したが、結果的には暫定政権でしかなかった。ハビビ大統領にスラ

ウェシ島全島の強い支持があったわけではないが、再選されなかったことにスラウェシ島民にわだ

かまりを残した。 

 

 

１９９．南スラウェシ半島 

 

Ｋ字型のスラウェシ島の西南（左下）の南スラウェシ半島の面積は島の 20%であるが、人口では

スラウェシ島の 70%が南スラウェシ半島に集中している。 

南スラウェシ半島はインドネシア有数の豊かな米作地帯であり、島の中では例外的に豊かな土壌

の平地であって人口密度が高い。ウジュン･パンダンの後背地はロンポバタン（Lompobatang＝膨れ

た腹）山麓の穀倉地帯である。ロンポバタンが豊作であるとスラウェシ島のみならず東インドネシア

全体が安定する。村は豊かな感じの高床式(→792)住宅が見られる。垣間見る農家の構えも立派であり、

昔も今も裕福な地域4である。水田、畑、カカオの森が次々と現れる。 

地図で見ると半島は緑一色の単純な地形に見えるが実際の光景は変化に富んでいる。マロス北方

は隆起サンゴ礁の台地の山脈がり、中国の桂林のような景観が見られる。インドネシアの農業密度の

高い所は火山の所在地であるが、南スラウェシ半島も火山系らしいが死火山で現役の火山はない。 

半島の内陸部は高地であり気温が低く避暑地になっている。ウジュン･パンダンに近いマリノ

（Malino）はオランダ時代に開発された高原リゾート地である。マリノには日東紅茶で知られる三

井農林の茶のプランテーションがある。ウジュン･パンダン沖のサマロナ（Samalona）島は珊瑚礁と

白浜で知られる海のリゾート地である。 

マカッサル海峡に沿う海岸線もまた白浜、マングローブ、養殖池、塩田、造船所と変化に富んでお

り、海岸の多くはエビ養殖池に転換されている。途中パンカイェネ（Pangkajene）はゴワ王国に統

一される以前の小王国の所在地であった。 

半島中央部のマカッサル海峡に面する港町パレパレ（ParePare）はスパ（Suppa）王国の所在地で

あった。現代史ではハビビ元大統領の出身地である。 

                                                   
3 バイクで縦断した竹内雅夫氏の体験談『スラウェシ島縦断』によっても大変な道であることが分かる。 
4 南スラウェシのブギス人、マカッサル人は東南アジアの海洋民族として名高い。日本では海洋民族というと陸が貧しくてやむ

をえず海へ出ていくという瀬戸内海の島々や九州の松浦半島のイメージがあるが、南スラウェシ半島はこのような先入観は通じ

ない。 
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南スラウェシ州の特色ある地場産業は造船業である。海洋民族の地盤であるだけにピニシ船(→854)

を作る造船所の村が点々としている。半島の南端部にあるタナベル（Tanaberu）海岸には椰子の林

の中に木造船の工場が延々と続く。 

スラウェシ島への人類の移住も早かったようで半島中央部に先史時代の洞窟壁画のマロス（Maros）

遺跡がある。石灰岩からなる洞窟の壁面にスプレイで吹き付けたような呪
まじな

いらしい手形や動物が鮮

やかである。約３万年前のトアラ文化(→205)といわれる先史文化であり、スラウェシ島最初の人類の

痕跡である。一部は公開されており、近くの蝶々と清流で知られるバンティムルンとの組み合わせの

旅行が楽しめる。 

南スラウェシ半島に有力な民族が割拠している。半島の南端にマカッサル人(→616)、東側のボネ湾

沿いにブギス人(→615)、付け根部分の西側にマンダル人、付け根部分の山岳部にトラジャ人(→618)と

いうのが南スラウェシ半島のおよその民族の住み分けである。 

2004 年マンダル（Mandar）人の居住する地域が西スラウェシ州として南スラウェシ州から分離

独立した。州都はマカッサル海峡に面するマウジュ（Mamuju）である。 

 

 

２００．旧名ウジュン・パンダン市 

 

「ウジュン･パンダン（Ujung Pandang）」のウジュンは「岬」、パンダンは「松」の一種である。

ウジュン･パンダンの位置はスラウェシ島のＫ字の左下の最先端で陸から辺鄙
へ ん ぴ

であっても海からは西

にジャワ海、東にフロレス海、北にマカッサル海峡、南にロンボック海峡とまさにインドネシア海域

の中心である。 

独立戦争時代にオランダに捕らえられた民族主義者が獄中から友人への思いを作詞作曲した『ア

ギン･マミリ（anging mamiri）＝微風の町5』はインドネシア全土に紹介され、ウジュン･パンダンは

“微風の町”と言われるようになった。絶えまない微風は帆船航海の絶対必要条件であり、海路の町

のシンボルであった。 

地政学における位置の重要性は航空時代においても同じである。ウジュン･パンダンは人口 120 万

人とインドネシア第７番目の大都市である。南スラウェシ州の州都であるのみならず、東インドネシ

アの中心都市として人と物の流れはウジュン･パンダンを経由する。 

「マカッサル（Makassar）市」の名は 1971 年にウジュン･パンダンに改名された。マカッサル、

ブギス、マンダル、トラジャの多民族の州都として中立の名が選択されたようである。ただしマカッ

サル海峡、マカッサル港はそのままであった。 

しかしながらハビビ大統領になって 1999 年にまた元のマカッサルに戻された。ウジュン･パンダ

ンの地名には住民感情の機微
き び

があったのかもしれない。為政者が都市の名前を変更しても定着する

には時間がかかるだろうから本書ではウジュン･パンダンで通しておく。 

 

かつてこの地にはゴワ王国(→267)が支配していたが、香料貿易の支配をめぐりオランダ東インド会

社 VOC（→272)との戦争で破れた。ゴワ王国全盛時代の王が１６代ハサヌディン王である。VOC と

                                                   
5 アギン・マミリ（anging mammiri）はボラ・ダエン・ギラテ（Borra Daeng Ngirate）によって作詞、作曲された。<編者註>原文では

「アンジン・マミリ」となっていたので現地での発音通りに訂正した。 
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戦ったということでインドネシアの英雄である。従ってウジュン･パンダンにはハサヌディン空港、

ハサヌディン大学等々がある。 

ゴワ王国の残党が立ち上がる都度、VOC は王国の遺産を徹底的に破壊し、再建後はオランダ風の

町になった。以降は世界各国からの商人が訪れるコスモポリタンの町として栄えた。従ってウジュ

ン･パンダンは現在もヨーロッパ風の町並みが残る美しい町である。日本人観光客は少ないが、欧米

の観光客に人気がある。 

ウジュン･パンダンの最大の見物
みもの」

はマカッサル海峡に沈む夕日である。ロサリ（Losari）海岸から

の夕日は絶景であることで知られる。夕方になると海岸にゾロゾロと人が集まってくる。プンヒブー

ル（Penghibur）通りにはワルン(→858)が並ぶ。 

海峡に沈む真っ赤な夕日に雲が染まる。海面は黄金の波が揺らぐ。釣瓶
つ る べ

落としのようにあっけなく

太陽は水平線の彼方に消える。残照を受けた赤色の雲もピンクになり、やがて色は消えて熱帯の一日

が終わる。 

⇒616.マカッサル人 

 

 

２０１．ロッテルダム要塞 

 

「ロッテルダム要塞」はゴワ王国の砦跡に築かれ、マカッサル海峡を臨み港とウジュン･パンダン

市内を見渡す要衝にある。VOC(→272),オランダ植民地時代の支配の中枢であり、オランダ人は要塞

を堀と幅２m、高さ７m の壁で囲み、当初はその中で生活した。 

かつては海に面していた要塞も埋めたてられ、海から 50m も内陸になる。ウジュン･パンダンの発

展とともに壊されて今日では要塞の壁は一部を残すだけである。敷地は公共建物用地となり、オラン

ダ時代の建物が博物館6など文化施設に転用されている。 

要塞の中に反乱を起こしジャワ戦争(→277)を戦ったディポヌゴロ王子(→340)がオランダ植民地政

庁に捕えられて晩年の 26年間にわたって幽閉された建物がある。子孫が市内に生存しているという。

郊外にある彼の墓は今日もお参りの人は絶えない。ロッテルダム要塞はウジュン･パンダン有数の旧

跡だけに観光資源として活用が計画されている。 

ところでロッテルダム要塞の名前はいうまでもなくオランダ時代の命名である。独立前のオラン

ダ領東インドの各地にはオランダにちなむ命名がありふれていた。独立後はインドネシア語に改名

され、ロッテルダム要塞もウジュン･パンダン要塞と改名された。しかしウジュン･パンダン要塞より

ロッテルダム要塞の方がとおりがいい。 

見方を単純化すればインドネシア独立戦争は【ジャワ･スマトラ島連合軍×ニカ（オランダ植民地

政庁）】の戦いであった。その時スラウェシ島は心情的にはインドネシアを支持したが、蚊帳
か や

の外で

高見の見物をしていた。スラウェシ島にとってインドネシアの独立とは支配者がオランダからジャ

ワに変わるだけという意識が払拭
ふっしょく

しえなかったのであろう。 

独立後、ジャワ島やスマトラ島ではオランダにちなむ命名はすべて徹底的に破棄された。その中で

スラウェシ島のロッテルダム要塞だけは何故か昔のままで通用する。たかが要塞の一つの名前にす

ぎないが、インドネシアの複雑さを反映していると思う。 

                                                   
6 州立博物館の名はラ・ガリゴ（La Galigo）博物館という。 
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ゴワ王国当時はウジュン･パンダン南郊のソンバ･オプ（SombaOpu）が王国の中心であった。今日

では内陸部に後退し海から距離があるが、当時は香料の集散地としてソンバ･オプの港名は世界に知

られていた。幅 20m の石の遺構が残っているだけであるが、開発という名の破壊に対して保存が叫

ばれている。 

ソンバ･オプから川を遡った所のカレ･ゴワ（KaleGowa）に由緒あるモスクとゴワ王族の墓がある。

１６～１７世紀の宮殿の所在地でもあり、古い墓は 1605 年のものがある。最も有名なのはハサヌデ

ィン王(→267)のものである。 

奇妙なのはゴワ王国のライバルであったブギス人のボネ王国アル･パラカ(→268)王の墓もあること

である。アル･パラカ王は自分の墓地をボネの故地でなくゴワ王族の墓域に割り込んだ。ゴワ王国を

破った王の意識は南スラウェシ半島の統一者であったことらしいが、気分を害したマカッサル人に

よって破壊されたことがあるらしい。 

⇒267.ゴワ王国 

 

 

２０２．ボネ/ブギス人の故郷 

 

Ｋ字型スラウェシ島の下の二つの半島に挟まれたボネ湾一帯がインドネシアのみならず東南アジ

ア各地に進出しているブギス人の故郷である。南スラウェシ半島中央部のボネ湾に面するボネ（Bone）

県、ワジョ（Wajo）県は平野に恵まれ人口密度も高く、水田耕作以外に漁業、養殖業、マングローブ

林業、塩業を行っている。 

ボネ県のワタムポネ（Watampone）は旧名ボネが改名されたものである。乱立するブギス人王国

を統一しゴワ王国を倒し、南スラウェシ半島に覇権をうちたてたボネ王国の所在地であり、アル･パ

ラカ王の彫像が建っている。 

アル･パラカ王はインドネシア正史では国賊扱いであるが、ボネではブギス人の英雄である。ボネ、

ワジョ一帯にはボネ王国に統一以前に分立していた小王国の遺跡が散在している。 

当初、ボネ王国とオランダ東インド会社 VOC(→272)はマカッサル人のゴワ王国(→267)を共通の敵

とすることから同盟してゴワ王国を打ち破ったが、その後はボネ王国の勢力が拡大したため、VOC

はボネ王国を警戒するようになった。 

1859 年、オランダの意に従わないボネ王国は攻撃されボネの町は徹底的に破壊された。一旦、ボ

ネ王国は廃絶されたが、1930 年にオランダによって復興が許可された。ワタムポネに再建された王

宮は木造の高床式の堂々たる建物であり、マラッカ(→032)の王宮を模した博物館と似ている。 

南スラウェシ半島は石灰岩台地があり鍾乳洞
しょうにゅうどう

も多い。最大のマムプ（Mampu）鍾乳洞には人の

形をした奇妙な形の鍾乳石があり、宮廷の廷臣が王女の呪いを受けて石になったという鍾乳石にち

なむ伝説がある。 

半島中央のワジョ県の県都シンカン（Singkang）は旧王族の支援もあってブギス伝統文化を最も

よく伝えている。伝統様式の舞踊、音楽が保存されている。シンカンは近辺では養蚕業が盛んであり

絹織物で名高い。インドネシアの絹織物はシンカン製である。 

ボネ湾の最奥部ルウ（Luwu）地区は全ブギス人共通の先祖であるサワリガディング（Sawerigading）
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の伝説の地である。マタナ湖に近いチェレカン（Cerekang）は古代ルウ王国のあった所と推測され

ている。鉄製品が生産されていたらしい。 

ルウはブギス人の故地でありルウからボネ湾全体に広がった。しかし現在のルウでは山から下り

てきたトラジャ人(→618)が多い。 

ボネ湾奥にあるパロポ（Palopo）は南スラウェシで最も古いモスクがある。1950 年の独立戦争7終

了後も南スラウェシではダルル･イスラムの反乱(→332)の指導者カハル･ムザカル8はジャカルタの中

央政府に武力でもって敵対したため、長期間にわたり南スラウェシを社会不安に陥れ、特にルウ地区

に大きな被害をもたらした。敬虔なイスラム教徒が多いことがダルル･イスラムの土壌であった。 

⇒268.ボネ王国、615.ブギス人 

 

 

２０３．秘境/タナ･トラジャ 

 

「トラジャ（Toraja）人」はブギス語で“山の人”という意味であるようにスラウェシ島の山中に

住むプロト･マレー系民族(→565)である。約 100 万人で水稲農耕を行う。 

タナ･トラジャとはトラジャ人の居住地域を指す。高度 800m の山間の開けた所にトラジャ人の本

拠地がある。“天空の町”という意味のランテパオ（Rantepao）が中心都市である。マカレ（Makale）

が行政の中心である。 

南スラウェシ半島の付け根からヘアーピンカーブの坂道をよじ登る自動車道路が拓かれるまでは

トラジャ人の祖先がたどったサダン（Sadan）川沿いの徒歩道のみであった。 

トラジャで最も特徴ある光景はトンコナン(→939)という船の舳
へさき

のように反った美しい屋根のある

民家である。ランテパオから近いケテケス（KeteKesu）村は観光地になっており、入村料を払い保

存されているトンコナンを見ることができる。 

トンコナンと米倉が整然と整列している様は写真で見慣れた光景であるが、人は住居にこれほど

までにエネルギーを傾けるのかとその偉容に圧倒される。 

そもそもトラジャ人の人家は山襞
やまひだ

に隠れるように散在していたのを、オランダ時代にトンコナン

を一個所に集中させたのは税金を取りやすくする意図であったと思われるが、結果的には今日の観

光資源になった。 

 

キリスト教徒に改宗しているが、アニミズム(→696)の伝統を残すトラジャ人は今日も葬式のために

生きるといわれる。トラジャの葬式の際には、まず遠方からの客のための宿泊設備が建てられる。葬

式の都度、立て替えられたが最近は恒久的な設備になったらしい。葬式行事は舞踏、闘牛、トラジャ

式ボクシングなどの多くの余興が数日間にわたり行われる。 

葬式のハイライトは死者に捧げる水牛の屠殺である。殺される水牛の数が死者の身分と葬式の豪

華さを表す尺度である。最近では伝統どおりの葬式があると観光ツアーが訪れる。小さな葬式もホテ

ルの掲示板に案内があり観光客が訪れる。断崖の絶壁にある髑髏
ど く ろ

の並ぶ墓地や死者の身代わりのタ

                                                   
7 独立戦争当時、植民地軍のウェステリング（Weserling）大佐の率いる軍が 1946-47 年にかけて南スラウェシで破壊活動を行

った。ウェステリングは西ジャワ、ジャカルタに転じ、インドネシア人に悪名をとどろかした。 
8 カハル･ムザカル（Kahar Muzakkar 1919-65）インドネシア正史においては反逆者であるが、南スラウェシの農民の間では密

かに英雄視されている。ロビン･フッドのような存在らしい。 
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ウタウ人形(→922)も観光対象である。 

タナ･トラジャは政府の厚い支援で観光の拠点とするべく道路が拓かれ飛行場もできた。観光地と

して人気が高くなってきたが、伝統のトラジャ社会も急激に変貌している。 

山の彼方から望まれるトラジャ民家の風景はかつては桃源郷に着く感があったであろう。しかし

今日では車やあらゆる乗り物が行き交うインドネシアのどこにでもある喧騒の都市になりつつある。

それでも何か華やかな感じがあるのは観光都市としての側面であり、町の地図を見るとホテルとロ

スメン(→852)がぎっしりとある。 

トラジャ人にはタナ･トラジャに居住するサダン･トラジャ族以外にママサ（Mamasa）トラジャ族、

バステム（Bastem）トラジャの支族があり、これら部族の集落はサダン川と別河川系の山地にあり

観光地から外れているためトラジャの伝統が原型のまま残っている。 

⇒618.トラジャ人、619.トラジャの葬式 

 

 

２０４．トラジャ・コーヒー農園 

 

インドネシアのコーヒーのブランド名で名高い「トラジャ･コーヒー」はトラジャ地方の産品であ

る。強い日差し、昼夜の温度差の開き、しかも平均 20℃の気温、年間 2000~3000 ㎜の雨量、肥沃な

熱帯高地の弱酸性土壌が香りの良さで知られるアラビカ種の生産地に適している。 

第二次世界大戦で一時トラジャ地方でのコーヒーの生産が途絶え幻のトラジャ･コーヒーといわれ

た。日本のキーコーヒー社がトラジャ･コーヒーの復活を期して、パダマラン山中に 530 ヘクタール

の直営コーヒー農園を経営し 100万本のコーヒーの木を植えている。日本では“トアルコ･トラジャ”

のブランドで知られている。ちなみにトアルコはトラジャ･アラビカ･コーヒーのシンカタン(→964)で

ある。 

以下は日本から派遣された駐在員のインターネットのホームページに掲載されていたコーヒー農

園の様子を基に記したものである。 

日本人管理職の下の農園の作業員はトラジャの農民である。稲作との兼業者も多い。時計も持たな

い農民に農園従業員としての時間厳守を守らせるために、回りに響く大音響のスピーカーで毎日定

時に時計代わりに同じ音楽を流すということである。音楽にあわせて田圃から農園へ出勤となる。 

トラジャ人はインドネシア人の中では勤勉なことで知られる。しかし日本から派遣された駐在員

から見るとまだトラジャ人従業員には問題がある。特に男性は葬式(→619)と闘鶏(→832)とトゥアック

(→837)の３つに熱中すると仕事がおろそかになる。 

男性の奮起対策として女性を特訓して男性の仕事と思われていた運転手に採用したが、期待され

ていた効果は疑問であった。何故なら女房の稼ぎが良くなれば、亭主はその分だけ遊ぶというのが大

方の結果である。この傾向はトラジャ人に限らず全インドネシア人の亭主に共通の問題である。 

トラジャ･コーヒーのブランドは厳重な品質管理によって維持されてきた。しかし従業員には日本

の会社の潔癖症ともいうべき品質へのこだわりは理解されにくい。QC（品質管理）は日本の工業製

品の質を高めた。農産品に異物が混じらない方がよい。しかしコーヒー豆の中に一つや二つの不良豆

が混じることをも排除する日本人のパラノイア的 QC 病はどこまで理解されているかは分からない。 

トラジャ･コーヒーは手頃なインドネシア土産である。トラジャ･デザインが施された竹筒に入っ
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たものがあった。手彫りの細かな模様の竹筒はそのまま民芸品である。ところが日本の税関の検査が

厳しかった。麻薬類の新規運搬方法の疑いを受けたらしい。 

最近のトラジャ･コーヒーのお土産は機械で完璧にパックされたもので潤
うるお

いがなくなった。キーコ

ーヒー社のトアルコ･トラジャ･コーヒーは【TOARCO】と明記してある。したがって空港の土産物

店などの単なるトラジャ･コーヒーはトアルコではない。念のため。 

⇒559.コーヒーと茶 

 

 

２０５．バダ谷の石像 

 

マカッサル海峡に臨むパル（Palu）は恵まれた地形にある港湾である。港湾としての適性を日本の

海軍が見つけて基地としたことからその後、急速に発展して中部スラウェシ州の州都となった比較

的新しい町である。内陸部はカリリ（Kalili）族が占拠しており、海岸部にはブギス人が移住してき

ているのが、州の民族模様である。 

パル南方のパル河流域にロレ･リンドゥ（LoreLindu）国立公園にスラウェシ島固有の動物が保護

されている。動物もさることながら興味ある文化遺産がある。公園に近いブソア（Besoa）谷、ナプ

（Napu）谷、バダ（Bada）谷は不思議な石像の存在で知られる。村民は彼らの先祖が来る前からあ

ったというだけで記録的には手掛かりのない有史以前のものである。勿論、なんのために作られたか

解らない。 

バダ谷の石像のパリンド（Palindo）といわれる代表的な像は４ｍもの大きさがある。人面は千里

の万博記念公園に聳える岡本太郎の太陽の塔の顔である。その他に猿などの動物や性器のものもあ

る。大きさは 1~4 ㍍にわたるものがバダ谷 10km 四方に 14 個ある。制作時期は紀元前３千年前とい

う説もあるが、１千年前の頃のものらしい。 

謎の石造彫像の似たものはバリ島にもあるが、バリ島では他の文化遺産が余りにも多すぎるので

あまり注意されていない。スマトラ島のパスマ高原(→101)にも石像彫像の遺物がある。厳しい熱帯気

候では多くの石像も風化し、たまたま残ったのがこれらの石像であろう。 

バダ谷の石像はたまたまスラウェシ島の辺境に残されてきたが、もとはインドネシア全体に拡が

っていた文化でなかろうか。太平洋の孤立した島々に謎の石造物があり、その中で最も有名なのはイ

ースター島の人物と人面の群像である。スラウェシ島の石像も広くはオーストロネシア文化(→563)の

基層の一環であるかもしれない。 

バダ谷の石像は日本の明日香村にある文化的ルーツの不明な猿石や性器の石像との共通性も指摘

されている。そういえばバダ谷の石像の写る背景の景色が飛鳥のたたずまいと似ているような気が

する。 

文化的関心の高まる像であるが、石像のある地域は１年のうち 9 ケ月は雨季で道が難渋するとい

う辺鄙
へ ん ぴ

な所である。しかもマラリアと肝炎
かんえん

の巣窟
そうくつ

であるから観光客が訪れることは少ない。 

 

南スラウェシ州のマロス洞窟(→199)から紀元前 6000 年頃の石器が発見された。その洞窟遺跡壁面

の人の手形を吹き付けた絵やイノシシの絵は狩猟の成功の呪いであるらしい。これらスラウェシ島
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の先住民の文化はトアラ（Toala）文化9と称されている。 

スラウェシ島内陸部にいる原住民はダヤ（Daya）族と総称されているが、その中に中央の険しい

山地にトアラ文化を担ったトアラ族という原住民が存在しているという説があるが、確認はされて

いない。バダ谷、プソダ谷の石像とトアラ文化の関連は分からないが、後継文化かもしれない⇒700.

巨石信仰 

 

 

２０６．Ｋ字中央のポソ湖 

 

Ｋ字型スラウェシ島の上部の窪みであるトミニ（Tomini）湾10に面するポソ（Poso）で 1999 年末

以降、キリスト教徒とイスラム教徒が対立する宗教暴動が断続的に発生し、2000 人の犠牲者をだし

た。 

ポソ地方ではキリスト教のパモナ（Pamona）族とイスラム教のブンク（Bungku）族が共存して

いた。そこへブギス人やマカッサル人のイスラム教徒が移住してきて均衡が崩れたことで緊張が高

まった所へ扇動者が送り込まれてきた。宗教対立に加えて州都パルからの分離独立を目指す東スラ

ウェシ州の主導権をめぐる地域対立もからんでいる。北マルク州の騒乱(→230)と似た構図である。 

ポソから内陸に遡った 515ｍの高地に広さ 14×36km のポソ湖がある。四方から半島が押し寄せ

て出来た中央のくぼ地であるから深さが 440m もある。インドネシアに珍しいカルデラ湖でない湖

である。この湖は世界で二番目の透明度といわれる。生物の繁茂する熱帯の地でどうしてこれだけの

透明度が保てるのだろうか。 

かつて海であったため純淡水魚がいない。漁業の振興のため鯉などの外来の在来種が持ちこまれ

たためポソ湖固有のかなりの魚種が絶滅したらしい。ネス湖のネッシーのように怪獣がいるという

噂がある。長さ 12m、重さ 20kg、胴体が人間の胴ほどのお化け鰻
うなぎ

がいるくらいだから怪獣がでて

きても不思議でない。 

とにかくコーヒー色の川を見慣れた目を洗うばかりの美しい湖である。湖畔のキリスト教会のあ

る風景は赤道下であることを忘れさせる。既に宿泊施設のあるテンテナ（Tentena）はスラウェシ縦

断のハイウェイが通過することになれば絶好の観光地点になろう。 

トミニ湾にあるトギアン（Togian）島は珊瑚礁のある海のリゾートである。東スラウェシ半島のバ

ンダ海側にはバンガイ（Banggai）島が過疎地のリゾート地である。 

スラウェシ島のボネ湾を囲む右側の南東半島はウジュン･パンダンなどのある南西半島と比べると

対照的である。南東半島は岩石が多く土地は痩せている。島の中央部から半島にかけて多くの部族が

散在しているが、人口も少なく開発が遅れており、南西半島との格差は大きい。 

過疎地であることから移住政策(→724)による移住者を受け入れておりスラウェシ島中部にはバリ

人の移住村が散見される。バリ島移住民の村は割れ門(→644)のようなバリ独特の建築のため目立つ。 

開発が最も遅れている中央部から東部の山中にはいくつかの未開部族が存在している。その一つ

                                                   
9 東カリマンタンのブンガルン河を遡上したマラン山地の石灰石洞窟で 12,000 年前の壁画が発見された。30 箇所 1500 点の

手形の絵をつばめの巣採取者が発見した。洞窟の天井の危険な場所であることから儀式の目的と考えられる。トアラ文化と共

通している。トアラ文化についてはオーストラリア先住民文化との共通性が見られる。⇒National Geographic 2005/8 
10 トンダノ湖畔のルムボケン（Remboken）という町が観光基地である。 
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のワナ（Wana）族は総数 600 人であるが、独自の言葉を話す。 

幾つかの家族が集まって非常に小さな集まりで生活している。吹き矢や弓矢による鳥や獣の捕獲、

シンコン(→560)や米を作って生活している。住居は、5~6m 四方くらいの広さで、丸木で建て屋根は

木の葉っぱで葺いている。文明からかけ離れた状態であり、ほとんど裸で暮らしている。カリマンタ

ン島山中のプナン族(→663)と共通点が多い。 

 

 

２０７．ミナハサ半島 

 

スラウェシ島のＫ字型の頂点のミナハサ（Minahasa）半島は火山が連なり、先端はクラバット山

（1995m）、ロコン（Lokon1579m）山、ソプータン（Soputan1830m）山の火山が列をなしている。

それほど高くはないが、名だたる活火山である。 

半島の先のカランゲタン（Karangetang）島のアピ・シアウ（Api Siau）山の活動がもっとも激し

い。スラウェシ島の活火山 11 はすべて北スラウェシ州にあり、環太平洋火山帯の最もアクティブな

所である。 

ミナハサ県が険しい地形にもかかわらず土壌は肥沃で農業生産力は高いのは火山のおかげである。

豊かな水田の広がりは農業で栄えている民度の良さを物語る。米はもとより、野菜、丁子
ちょうじ

の生産でイ

ンドネシアでは有数の富裕な農村地帯である。トンダノ湖（Tondano）は高原であるため気候もすご

しやすく史跡にも富む景勝地である。加えてオランダ時代にミナハサ人は優遇を受けたことから農

村にいたるまで西欧化されている。 

ミナハサ人の心の故郷は標高 700m のトンダノ湖を囲むカルデラの地域のトンダノ、トモホン

（Tomohon）という町11にある。トンダノ、トモホンはマナド美人の原産地であることを両町の学校

帰りの女学生を校門の外で観察した人が確認している。ただし妙齢のマナド美人はジャカルタ、スラ

バヤ、ウジュン･パンダンに出て行くので故郷には案外少ないらしい。 

西暦 700 年頃、半島にスワワ（Suwawa）という王国が存在していた。トンダノ湖の南西にワト

ゥ･ピネバトゥンガ（Watu Pinebetengan）という線刻模様の巨石がある。 

1808 年のトンダノ戦争はミナハサ人がオランダに反抗したものである。その後オランダはミナハ

サ人を懐柔
かいじゅう

し、ミナハサ人はアンボン人(→622)と並び植民地体制で特別待遇をうけた。数少ないミ

ナハサ人のインドネシア独立の英雄はサム･ラトゥランギ（Sam Ratulangi）12である。 

マナドの近郊ロタック（Lotak）にスマトラ島のミナンカバウ風の建物(→938)がある。オランダに

反乱したイマム･ボンジョール(→278)が生涯を終えた地であることを記念したものである｡従者の子

孫により今日もミナンカバウの風俗が残存している。 

                                                   
11 トンダノ湖畔のルムボケン（Remboken）という町が観光基地である。 
12 正式には Dr. Gerungan Saul Samuel Jacob (G.S.S.J) Ratulangiでミナハサ地方のトンダノで 1890 年生まれ、地元ラジャ学校

後ジャカルタの工科学校に進学、1915 年オランダで科学師範の学士を得た後、スイスでも物理学の博士号を得、スイスではア

ジア留学生協会の委員長も兼ね、インドネシア協会のメンバーであった。帰国後はジョクジャで教鞭を取り、インドネシア保険

会社を創設したり、ミナハサ同盟の委員長、国民参議院 Volksraad のメンバーや政治週刊コメンタリーの編集長をこなした。独

立宣言準備委員会の委員を経て独立後の 1945 年スラウエシの長官となったが、オランダの再進出で逮捕されイリアンジャヤ

に連行された。其のときからオランダと闘争しスラウエシをインドネシアの一部となるように努力したが、1949 年、オランダの第二

次警察行動と再逮捕と彼の死が相次いで起こった。彼は国家英雄としてトンダノに葬られている。又彼の名前はマナドの空港

にサム・ラトゥランギ空港として残されている。 
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またトンダノ湖近くのカンプン･ジャワ（ジャワ人村の意）はディポヌゴロ王子(→340)がこの地に

幽閉された当時に従臣が住みついた所である。 

 

北スラウェシ半島の中央部のマルク海側にゴロンタロ（Gorontalo）というマナドに次ぐ港町があ

る。住民はゴロンタロ族である。この地域はかつてテルナテ王国(→269)の支配下にあったことから、

宗教はイスラム教である。 

2000 年に北スラウェシ州からゴロンタロ州が分離独立した。キリスト教が支配的な北スラウェシ

州の中ではゴロンタロ県の宗教がイスラム教であることの違和感があったのであろう。⇒620.ミナハ

サ人 

 

 

２０８．マナド市 

 

北スラウェシ州の州都の港町マナド（Manado）は植民地時代に拓かれた町である。スラウェシ島

のミナハサ半島の先端のセレベス海側にある。人口は 35 万人の港町である。モルッカ海側にはビト

ゥン（Bitung）港がある。 

首都ジャカルタから見るとマナドはインドネシアの辺境の位置になるが、国境をこえた観点から

はフィリッピンを睨
にら

んだ南太平洋の拠点であり、位置に恵まれた商業都市である。日本からジャカル

タ経由でマナドは遠いが、日本から直行便が運航すれば最も近いインドネシアになる。 

マナドの表記は ManadoorMenado が使用13され、日本語表記もマナド、メナド、ムナドとある。

ミナハサの代表的都市はマナドであることからミナハサ人＝マナド人、ミナハサ語＝マナド語のよ

うにミナハサとマナドは同意味で使用されている。 

町にはキリスト各宗派の教会が多く、ジャワの町とは異なる雰囲気がある。近辺にはブケナン島(→

042)など竜宮城のような珊瑚礁の海に恵まれた観光地がある。近いうちに日本からの直行便が再開さ

れるであろう。 

マナドの語源は日本語の港（ミナト）といわれる。マナド近くのサワンガン（Sawangan）にある

１７世紀頃の外国人墓地の着物姿の彫像は日本人と推定される。鎖国令の前には多くの日本人が東

南アジアで活躍していた事実14は銘記されるべきであろう。 

 

日本に最も近いインドネシアというマナドの位置から太平洋戦争においても攻略の拠点となった。

戦争勃発後の 1947 年 1 月 11 日、日本は海軍落下傘部隊によってマナドを攻略した。2 月には陸軍

落下傘兵はスマトラ島のパレンバン(→102)に降下した。 

パレンバンは石油の基地であり、オランダが石油設備を破壊する前に一刻も早い占領を急いだ。落

下傘部隊による急襲の現実の成果があった。パレンバンと比較するとマナド急襲にはそれほど戦術

的価値はありそうにないが、大きかったのは心理的効果である。 

                                                   
13 日本の「メナード化粧品」はメナド美人にちなむとインドネシア通は信じているが、「メイナド」というギリシア神話の美の女神で

あるというのが会社の説明である。 
14 北スラウェシ半島のゴロンタロの語源は五郎太郎という日本人といわれる。スラウェシ島のマカッサル海峡に面してブンゴロ

村がある。トンダノ、トミニも日本語っぽい。エンドー、コンドーの名前を引き継ぐ人もいる。フィリッピンからスラウェシ島にかけて

日本人漂着伝説(→041)が散見される。 
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空から鳥のように降りてきてオランダを撃破した落下傘部隊は“神兵”であった。ジョヨボヨの予

言(→299)の実現の演出である。インドネシア人に与えた衝撃は大きく日本軍待望の気運が盛り上がっ

た。 

植民地時代にミナハサ人はオランダと癒着
ゆちゃく

していたため、独立後のインドネシアとの関係は微妙

であった。その風潮の中で生じたのが北スラウェシの反乱である。そもそもこの反乱は西スマトラを

主要舞台とするプルメスタの反乱(→378)の一環であった。 

スラウェシ島ではマナドを拠点としたためインドネシア政府軍は 1958 年 2 月にマナドを爆撃し 6

月に占領した。最終的に北スラウェシの抵抗15が終わったのは 1961 年である。それ以降は中央とは

さしたる問題は表面的していない。 

しかし仮に今後、イスラム教徒がインドネシア国体のイスラム化を目指して蠢動
しゅんどう

するならばキリ

スト教徒が多数のマナド（北スラウェシ州）は微妙な存在になるだろう。 

 

 

２０９．ブトン島 

 

東南スラウェシ州の州都クンダリ（Kendari）は南東半島東岸にある港市である。クンダリ湾に臨

み，周囲を山に囲まれた波静かな良港をもつ。トラキ（Toraki）族の地であるが、都市では移住して

きた外来人がはばをきかせている。 

太平洋戦争中の日本人の戦記にはクンダリが頻繁に出てくる。日本軍はオーストラリアに対抗す

るためクンダリに飛行場を作った。現在もインドネシア空軍の基地がある。 

「ブトン（Butung）島」はスラウェシ島の東南半島に接した島である。面積 4200k ㎡，人口約 25

万。南北に細長く，狭いブトン海峡を隔てて西のムナ（Muna）島と接する。そのブトン島にあるバ

ウバウ（Baubau）は人口５万人余りの港町である。 

かつてバウバウはマカッサル港と香料諸島を結ぶ海上交通の中継の要衝であり、ブトン人のウォ

リオ（Wolio）王国があった。王国はジョホールから来た女王を開祖とする１５世紀にさかのぼる伝

説がある。後にイスラム教に改宗した。 

通商を生業とし海上に勢力を拡大していたゴワ王国(→267)、テルナテ王国(→269)の強力な王国をオ

ランダが骨抜きにしてことから、その隙間にウォリオ王国の勢力が伸張しブトン人が東インドネシ

ア海域に進出するようになった。 

ブトン水道を見下ろす丘に要塞があり、珊瑚
さ ん ご

の石積みの外壁が丘の麓を囲み、その延長は 3km も

ある。インドネシア各地に散在する要塞遺跡はヨーロッパ人の建造であるが、ブトン要塞は土着のウ

ォリオ王国の建造16という見解がある。 

オランダは 1906年に王国を併合し名目の自治権だけを与えた。３８代目の最後のサルタンは 1960

年に亡くなったが、子孫は現存している。王国の遺物が博物館にある 

バウバウは西の季節風に対し安全な港である。今日も東の海に向かう小さな小型帆船の集結地で

ある。各駅停車のローカル線のターミナルの趣がある。 

                                                   
15 プルメスタの反乱は西スマトラ州で始まったが、政府軍に掃討されたため組織を北スラウェシに移転して抵抗を続けた。 
16 石積みの部分を見るとヨーロッパの技術のようであるが、ヨーロッパ勢力は少人数であるため、堅固な要塞で規模は必要最

小限である。このような大きな地元王国であろう。 

⇒鶴見良行著「辺境学ノート」1988 めこん 
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ブトン人は 200 万人といわれるが、ブトンにいるブトン人は 43 万人で残りは他の地域に移住して

いる。マルク州への移住したブトン人は 70 万人もいる。 

数世代を経過しても近年のアンボン事件(→737)でキリスト教徒と対立し 5 万人のブトン人のイス

ラム教徒が故郷へ戻ったと伝えられる。東ティモールのインドネシア人難民(→694)にもブトン人がい

た。 

 

村井吉敬著『ヌサンタラ航海記』は故鶴見良行門下の一行が小型船でウオーレシア(→039)の島々を

めぐる航海記である。鶴見良行著『辺境学ノート』は本人の旅日記である。鍛冶屋列島(→872)という

名からして興味ありげな島々を回航する船旅である。 

ウオーレシアの島々ではブトン人の交易船の活躍が目撃されている。ブトン人商人が持っていく

商品はパラン（parang）といわれる山刀、グチといわれる陶器製の水壷、ポリタンク、どういうチャ

ンネルがあるのか日本から仕入れた古着などである。島ではコプラ、ロタン、オウム、フカヒレ、ナ

マコなどの商品と交換される。 


